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学 会 抄 録
第189回京都皮膚科泌尿器科集談会
昭和32年6月3日 於 京 都 府 医 師 会 館
(泌尿器科の部)


























濃青 となる.PSP及 び水試験は略々正常.尿 は軽
度濁濁,顕 微鏡的に血膿尿,無 菌,蛋 白弱陽1生 レ線
学的に典型的両側腎鋳型結石であった.腰麻の下に先
づ右腎凸面に3cmの 切開を加え腎切石を行い血管の
結紮,切 開創に平行に深 く,直角に浅くふとん とち縫
合をなし,ドレy挿入創を閉鎖した.輸血抗生物質の
使用により術後11日尿は清澄 とな り治癒.全 身状態と
右腎機能の恢復をまって,第1回 術後88日目に前回と
同一方法により左腎切石術を施行.術 後6日 目尿は清




























































































廻転し,尿管が 圧迫され て水腎 を発生 したものであ
る,左腎は別出し,右腎には嚢胞穿刺を行った,
3Balanitisxeroticaobliterans
・楠 瀬 信二(京 府大)
外松蔑太郎
61才男.初 診32年4月15日.15才時包皮亀頭先端に
擦過傷を受け,ヨ ー ドチyキ塗布で 亀頭包皮炎を発














praeputiiはお そ ら く同症 として い る よ うであ る.
会















家族歴 こ父方の祖母と母 とが従姉妹関係。癌,結 核
の系累を見ず.
既往歴;34才の時パラチフス罹患,3年 前より高血
圧あ り,2年前眼底出血を来 した.現病歴並経過:昭 和
31年1月頃より眩量,倦 怠感増強し同年9月15日本院
内科に入院.著明のるい痩,高度の貧血(R.147万;Hb
37%;W.3800)の原因に前立腺癌が疑われだので,
抄 録 113
同月25目皮泌科へ紹介された.前立腺は触診上略正常
で泌尿器科的自覚症状を欠き,レ線による胃腸検査等
にも異常なく.10月12日右組肋骨試験切除による組織
学的検査の結果,骨 内性異常骨質増殖を認めAlber-
Sch6nberg氏病の診断が確定的 とされた.そ の後貧
血に対する治療が行われ血液像は著明な回復を見た.
翌32年6月7日背部,前 胸部に大豆大及びそれ以下の
十数個の淡紅色の結節に就て再び照会を受けた.そ の
後容態悪化6月27日死亡した.
局所所見;背部には略申央,右 肩甲部,左 腰部に夫
々1個大豆大,前胸部には両鎖骨部及右前胸部に碗豆
大それ以下のもの10数個の淡紅色の結節を見,表 面平
滑,皮 膚と癒蒼し,扁平に少し隆起し触れると硬く皮
下組織 とは癒着せず自覚症状はない.組織学的検査の
結果限局性に腺癌を思はせる所見があつたが原発巣は
不明であった.
剖検所見=前 立腺に腺癌像を見,心臓心尖部,左 腎
被膜,左 右両副腎,脾臓被膜下その他各部 リyパ節に
転移巣を見,骨 組織にも癌転移を見た.
潜在性前立腺癌の皮膚転移を来 した例に就て卑見を
述べた.
6巨 大弧立性腎嚢腫の2例
巌(京大)
酒徳治三郎 ・山崎
45才男子,お よび31才女子の2例を報告 し,そのレ
線所見,易li出標本に検討を加えた,
